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(1) 

C 上の点 ),( 3 sss  における、接線の方程式は 3232 2)13())(13( sxssssxsy   

これが ),1( tP を通るとき 132213 2332  sssst  

これを sに関する 3次方程式と見て、実数解がただ 1つである条件を求めればよい。 

 

132)( 23  sssf とすると )1(666)( 2  sssssf  

)(sf の増減は右の通り。 

 

極大値は 0)1( f  極小値は 1)0( f  

グラフより、 )(sfy  と ty  が、ただ 1つの共有点を持つ条件は 

 tt  0,1  ……(答) 

 

(2) 

C の接線 32 2)13( sxsy  と、C との接点以外の共有点は 

 323 2)13( sxsxx   0)2()(23 2323  sxsxsxsx  sx 2  

C と接線で囲まれた部分の面積は 
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ここで、 132 23  sst であるから 

1t のとき 1132 23  ss  0)32(32 223  ssss  
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sS  の範囲を求めればよい。 

①のとき、
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(注) 
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 dxxx を用いた。導出は以下の通り。 
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①の範囲は、グラフから求めてもよい。 
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